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東京湾湾口溺れ谷水深

一水深決定因子は活構造か海水準変動か一

大嶋和雄(海洋地質部)

KazuoO亘sHIMA

1.はじめに

東京湾湾口の浦賀水道海底には水深90m以浅の勾配

が緩やかた古東京川と水深100m付近の谷頭から大陸

斜面を一気に1,000mも下る東京海底谷が発達している.

古東京川と東京海底谷とは隣接しているがその規模や

形態の違いから成因的に全く異なるものと考えられる.

すたわち古東京川は氷河時代の低海水準期に陸地と

なった東京湾の河川流路がその後の海面上昇によって

沈水した溺れ谷地形である.そしてその当時の海面

が浸食基準面とたるから関東平野の軟弱地盤基底深度

は最大でも古東京川河口深度の一90mよりは浅いも

gと推定できる･一方大陸斜面を刻む東京海底谷の

谷筋には堆積物を残留しその深海開口部には扇状地状

堆積物が分布することから海底混濁流浸食か海底地

ヒりによって形成されたものと考えられる､これらの

性格を異にする地形の境界域には構造運動の活発た断

層や摺曲が見られる.湾口近くの房総及び三浦半島に

は1923年の関東大地震によって形成された活断層が報告

されている｡今村(1928)は大地震による構造運動

の激しい日本列島において地球規模での氷河性海水準

変動によって形成された地形面が残されていると考える

のは馬鹿気たことであると強く主張した.今村の主

張はわが国の地形学や第四紀地質学界を支配L激し

い構造運動が日本列島の地質的一般特性であるという

常識を移成し氷河性海水準変動の研究は1960年代迄

中止してしまった.この様な激しい構造運動を前提と

して貝塚(1977)は活構造運動の欠きた地域の方が

海面変動によって形成された地形面を純粋培養の形で残

す可能性の高いことを主張している.そして貝塚ほ

か(1977)は東京湾湾口の溺れ谷深度が一90mに位置

するのは約1万8千年前に現海面下135mにあった古

東京川の河床が1万8千年間に45mも隆起した結果で

あると主張した.1万8千年間に45mの地盤隆起重は

A級の活断層(千年で1m以上の変動量)に分類されるもの

である.もし貝塚説が正しければ東京湾沿岸開発

計画の一つである湾口部横断道路建設においてこの欠

きた活構造による地盤隆起を考慮しなげれぽたらない.

地質調査所では今年度から東京湾沿岸堆積環境の研

究(環境庁特別研究昭和63～67年度)を実施する.もし

約6千年前以降に縄文海進の海面変動よりも大きな活

断層による地盤変動があったとしたたらばこれまでの

氷河性海水準変動を基礎として進めてきた沿岸堆積環

境形成過程の研究方針を根本から変えたくてはならな

い.その前に今一度東京湾湾口の地形的特性から

溺れ谷形成時の低海水準とその後の活構造変動量につ

いて検討してみる必要がある.

2.東京湾形成の地質的背景

房総半島洲崎と三浦半島剣崎とを結ぶ湾口線から北側

に70㎞以上も関東平野に侵入する海を東京湾(図1)

という･この東京湾の形成は浦賀水道の形成と密接

た関係にある.矢部(1931)は房総半島に広く分布

する成田層の貝化石群集に暖流系貝類が存在しないこ

とから古東京湾の湾口は北に開いていたと考えた.

そして中川(1964)は浦賀水道の本格的た形成を

成田層堆積後(約7万年前)またはウルム氷期(約2万年

前)海面低下時の河川浸食によるものと推定した.し

かし成田層には寒流系貝化石群集だけが分布するの

ではたく同一地層内でも古水温的に差のある貝化石

群集の含まれていることが明らかにされてきた･関東

盆地一面が海域であった時期の成田層貝化石群集は暖

流の影響下にある南部の現東京湾海域群集と盆地中央

部から北部に広がる寒流影響域群集とに二分される.

この二分された群集の内暖流系群集は成田層よりも

古い時代のものと考えられてきた(小島1966).しかし

青木ほか(1978)はr成田層のどの部属でも暖流の影響

がある貝化石群は現在の東京湾沿岸にあたる木更津～

姉崎地域に分布しておりしかも南の木更津に近いほど

暖海性の特徴カミ著しい.地層の発達からみても溝川

部層すなわち成田層の海進初期から現在の浦賀水道は

開いていたものと考えられる(図2)｣と浦賀水道の形

成は約十万年前以前にさかのぼることを明らかにし

た.そして海退と共に関東盆地の海域は狭められ

北方の霞ケ浦を中心とする海域と南の東京湾周辺海域

とに二分された.その後最終氷期の海面低下によっ

て東京湾の大部分は陸地化し平地には河川浸食によ
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第1図

東京湾と浦賀水道(台地と低地と海)

る深い谷が形成されていった･この谷底の深さ90mは

最終氷期の最低位海水準に対応するものである･最終

氷期の最低位海水準が一80±5mにあったことは日本

列島沿岸の大陸棚を浸食する海峡地形の特徴と海底堆

積物の年代測定値から解明されている(大嶋1976.1980.

1982).しかし日本の第四紀地質学者及び地形学者の

大多数は最終氷期の海面低下は現海面下100～140mに

達し本州とアジア大陸とは陸地で結ばれていたと次

のようだ根拠から主張している､

1･日本列島周辺の大陸棚外縁水深はほぼ140mに

一定している.この外縁地形は最終氷期の最大海面

低下時に形成されたものであるから当時の海面は一

140m付近にあった(星野1957,佐藤1969).

反論:海面が一140mまで低下したならば一1400α海水

準で形成された波食面と堆積面とが水深140m以深に

平坦面として残されている筈であるがその様な深く連

続する海底平坦面は存在しない･また大陸棚外縁が

最終氷期に形成されたという地質年代を示す証拠も必要

だがその様た年代的根拠は何もたい｡その反対に

二万年前には既に絶滅していた旧家の化石が大陸棚

外縁の海底表面から採取され外縁平坦面の形成は10万

年前以前にさかのぼることを示している.したがって

1988年11月号
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第2図

成田層海進期の古地理図.

て含異化石砂を堆積.C

(青木ほか,1978)

A陸地､B海域.主とし

陸水域主として砂礫を堆積.�
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大陸棚外縁地形は最終氷期以前に形成されたものであ

ってその地形的特徴から求められる最大海面低下は一

120m迄である･したがって本州とアジア大陸とが

陸地接続していたのはリス～ウルム間氷期の始り迄と

推定できる(大嶋1982)･

2.大陸棚を浸食する氷期の谷地形は大陸棚外縁にま

で達している.当時の海面は陸上河川の浸食谷であ

る溺れ谷の谷底深度以下にあった筈である.例えば

有明海の川底深度は一135m(有明海研究グルｰプ1965)

津軽海峡の川跡地形は一140m(湊1966)に達している

から最終氷期最盛期の海面は一120m～一140mの問に

あったと考えられる(貝塚1977茂木1981).

反論:海岸平野を流れる川の河底深度が海面よりも上

にあるという考えは東京湾から隅田川を上り下りする

遊覧船や貨物船の列を見ればその間違いに気がつくで

あろう･隅田川の川面は海面よりも上にあって川の

表層水は海へと流れているがその河底水深は船が航行

しているように海面よりも下にある･すたわち海岸

低地を流れる川の河底深度は海面下にあるため渇水期

には海水が河口奥深く迄侵入し河口水は水田用水とし

て利用できたい程の塩害を起こすのである.その対策

として大規模な河口堰が利根川や北上川下流に構築さ

れている･また佐藤･茂木(1981)が最終氷期の海

面低下は一90m以深に達していた証拠とする石狩湾大陸

棚の埋没谷を再調査した大嶋ほか(1985)はこの谷を

埋積する泥炭層を数ヶ所で採取しその堆積年代は14C

年代測定値から三万年前以前であることを明らかにし

た･Lたがって三万年前以前の谷地形に浸食された

石狩湾大陸棚外縁の形成時期は最終氷期以前であるこ

とは地質学的事実として疑う事はできない.すなわ

ち大陸棚を浸食する谷地形の形成年代は大陸棚の形

成年代よりも新しい(大嶋1982)｡当然古東京川の形

成年代は大陸棚形成年代よりも若いことになる.

3.本州から発見されるナウマン象や大角鹿化石は最

終氷期にアジア大陸から渡って来た.したがって大

陸と本州との間の海を泳いで渡れない象や野牛化石の本

州における分布は約二万年前に大陸棚が陸地とたって

いた証拠である･大陸棚が陸地となるためには100

～140nユの海面低下が必要である(亀井1962).

訂正論:亀井ほか(1988)は現在の日本列島の哺乳動

物相の形成時期は現在より13万たいし20万年前の更新

世中期のことで最終間氷期(約十万年前)以降に本州

とアジア大陸との間に陸橋が形成されたことはたかった

と従来の説(1962)を訂正した･この陸橋説が消滅

すると共に140m海面低下説は消えてしまった.もち

ろん生物の地理的分布だけでは海水準変動量を決定

することは出来たい.

4.日本列島各地から多数の旧石器遺跡が発見されて

いる･これらの遺跡を残した旧石器人は大陸と日本

列島との間に広がる海を渡る手段を持っていなかった筈

である･したがって大陸棚が陸地とたる140mの海

面低下が必要である(湊1966).

反論:ワラス線によってオｰストラリア大陸の有袋類

動物群(カ:■カルｰコアラだと)とアジア大陸の真正哺

乳動物群(猿象一虎など)との地理的分布が明らかに区

分される･しかし飛び道具のブｰメランを使うアボ

リジンの祖先は約三万年前以前の旧石器時代に最終

氷期にも陸化したかった水深180㎜以深のロソポック海

峡を渡ってその生活圏をオｰストラリア大陸に広げて

いる.また沖縄本島の港川人は大陸との間に広が

る水深500m幅100㎞以上のシナ海を二万年前以前

に渡ったという事実もある｡したがって港川人や本

州から発見された三ケ日人浜北人だとの旧石器人は

アボリジンの祖先と同様に大陸から何等かの渡海手段

を用いてこの日本列島へ渡ってきたのであろう(大11島

1976).考古学の国分(1976)及び人類学の渡辺(1980)

両先生は港川人は洪積世人ではあっても新人だので

孤島化した沖縄へ舟によって海を越えて来た可能性を

示唆されている.以上のように旧石器人の移住説明

に必要であった大陸棚陸地化説は消えたので140m

もの海面低下を考える根拠は無くたった.

日本の大多数の第四紀地質学者及び地形学者が信じ

中学校高等学校大学の教科書でも教えられている最

終氷期(約二万年前)の海面低下100～140m説によって

大陸と日本列島との間の大陸棚は陸地とたりその陸地

を日本人の祖先やサルイノシシだとの動物が歩いて渡

って来たと言う学説には現時点では科学的た根拠が何

も無いと言っても言い過ぎではたい.

残されている唯一の根拠は貝塚ほか(1977)の主張

する東京湾湾口の河床底隆起説である･この異常に欠

きた活構造説は首都圏の地震予知及び日本の活断層研

究における活構造変動量の評価基準として認知されてい

る社会的影響の欠きた学説である.したがって貝塚

説を検証するにあたっては慎重た上にも慎重を期さた

げれほな:らない.

3.東京湾湾口の海底地形と底質分布

東京湾の海底地形及び底質については海上保安庁水

路部(197真)が五万分の一海底地形及び底質図(Nα6363)

運輸省第二港湾建設局(1988)が東京湾南部海洋環境情

報図として公表されている.また地質調査所では

地質ニュｰス411号�
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第3図東京湾湾口の海底地形(水深はm)

環境庁特別研究r赤潮による底質汚染機構に関する研究

昭和52年～56年｣(松本1985)において東京湾全域の地

形及び堆積物分布調査を実施したが筆者もそれに参加

した一その他地質調査所(1976)r東京湾とその周辺

地域の地質｣図によって東京湾の海底及び周辺陸域の

断層や摺曲構造の分布が明らかにされている.筆者は

これらの成果を基にして東京湾湾口部の海底地形図

底質分布図及び表層堆積物基底等深線図を編集し編集

資料の解読を試みた.

房総半島洲崎と三浦半島剣崎とを結んだ線よりも北側

の沿岸域を東京湾というが(図ユ)一般には湾央の富

津岬と対岸の観音崎とを結んだ線を境にして北側を内

湾型東京湾南側を外洋型の浦賀水道と区別している.

内湾型東京湾は北東方向への長軸約50㎞その幅約20

㎞中央部の水深20mの浅い海域でその海岸線は

徳川家康以来の埋立て工事によって人工海岸に変えられ

てきた･それに対して浦賀水道は長軸約25㎞幅

約10㎞中央部の水深は100m以深に達する深い海域で

その海岸線には海食崖が迫り波浪浸食の激しい外洋性

の自然環境を示している･したがって浦賀水道の海

底には東京湾の生い立ちを記録する自然の海底地形が

残されているものと期待される･

東京湾湾口の海底に氷河期の谷地形である古東京川

を音波探査によって発見したのは中条(1962)である.

貝塚ほか(1977)は中条(1962)の音波探査記録に見ら

れる水深80mから90m等深線の問に河口を開く溺れ谷地

1988年11月号

形に注目して最終氷期の最低位海水準一135m説を展

開した.

浦賀水道海底の古東京川河口比彩は80m等深線を切

っているが90mには達していたいという事実認定は

貝塚ほか(1977)と同じである(図3).また主流流

路を洗掘する浸食凹地形の底は一90mに達していたいの

で地盤変動がないと仮定したならば古東京川の河口

存在時の最低位海水準は一90mよりも浅い位置にあっ

たと評価できる｡この溺れ谷地形の輪郭は一40加等

深線によって湾奥へと追跡され谷の両岸には海面変

動過程に対応する平坦面と傾斜面とが識別できる.平

坦面は水深O～20m20～30m40～5σm傾斜面は30

～40m50～80㎜に見られる｡

O～20m平坦面は房総半島側に幅5.5kmと良く発達

し第二海褒を載せている･富津岬の南側では等深一

線の入り組みが激しい岩盤浸食地形からたり薄い砂で

覆われる.一方その北側は滑らかな堆積地形面から

なる･中ノ瀬は20～30mの徴凹地によって富津岬

側の平坦面から分断されている.三浦半島側では岩

礁･離島周辺の岩盤浸食地形からたりその幅は1.5㎞

程度である｡

20～30m面は三浦半島側の小湾入部前面の堆積面で

その分布は基盤地形に支配され湾岸に連珠状に発達す

る･房総半島側では中ノ瀬東側の堆積面南側の岩

盤浸食面として発達する.

40～50m面は内湾側の溺れ谷埋積平坦面でその分�
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第4図東京湾湾口海底の底質分布

布は古東京川主流路に一致する.第三海星と第二海塗

との間に発達する凹地形は海塗構築後の潮流速増大に

よる浸食地形と見られる･海褒は明治時代に構築され

た人工島たので第三海星周辺の水深40m以浅は人工

的な地形であることが工事記録から確認できる.

30～40m傾斜面は浦賀水道から湾奥に連たる地形で

基盤岩分布に対応した陸上河川の沈水地形である.す

たわち海水準が一40m付近に停滞していた頃の海岸地

形に対応している.中ノ瀬はこめ傾斜面によって

房総半島から分断されている.

50～80m傾斜面は湾口部に良く発達し東京湾に海水

が侵入する前の河口地形を示すものであろう.この傾

斜面は主流に流れ込む枝沢によって切込まれている.

一方内湾側ではこの傾斜面の基底は現世堆積物によ

って埋積されつつある.

これまでの採泥記録及び試料から底質分布図を作成

した(図4)｡水深85mの古東京川河口付近から100m

以深の東京海底谷には岩盤が露出している･すなわ

ち河口深度は当時の浸食基準面にほぼ対応し最終

氷期の海面低下は水深90m以深には達したかったことが

この露岩浸食地形からも確認される･また古東京川

の河岸斜面には岩盤が分布し主流域の埋積面は一70

m以浅に見られる.富津岬側のO～20m面には砂が広

く分布し富津砂州への砂供給源とたっている･内湾

側の古東京川流路には厚い泥が堆積する.中ノ瀬は

薄い砂層で覆われた音響的基盤からたる地形で採泥試

料中に貝化石を確認している･この底質分布を参考に

して音波探査記録から表層堆積物基底地形図(約二万

年前の地形図)を作成した(図5)･

宮津岬と観音崎とを結んだ線よりも北側の表層堆積物

基底地形は現在の海底地形と殆ど変らたい･すなわ

ち湾口部は露岩地形か堆積物層厚が5m以下であ

る.それに対して内湾側の表層堆積物下には水深

60～70mに達する古東京川の埋没谷が湾奥へと伸びてい

る.すたわち内湾側東京湾の軟弱地盤基底深度は一

70m以浅にありその深度分布は古東京川流路に支配さ

れている.古東京川流路の河川勾配は湾口から現在

の江戸川河口迄の距離70㎞で湾口深度90mから江戸

川河口の軟弱地盤基底深度60mを引いた値30mを除する

と2千分の1以下どたり平野を流れる河川勾配とし

て普通の値である.この安定した古東京川流路地形に

対して河口を45mも隆起させて浅くし上流側の東京

湾を沈降させて深くするたどの構造運動を仮定する必要

は何も無い.また主流路に流れ込む枝沢は一70m

等深線を切っているので主流路の浸食基準面は一70m

以深にあったことにたる･すたわち古東京川が浦賀

水道に流れ込んでいた頃の最低海水面は一70m～一90

mの問にあったと判定できる･次にこの古東京川が

現在の東京湾20m平坦面にまで埋積されていった過程

を接各面とその起伏量から検討する･

地質ニュｰス411号�
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第6図

接各面の起伏量分布

4.接各面とその起伏量

接各面の作成手順は五万分の一海底地形図上に南

北1km東西0.8㎞間隔の方眼を描き各方眼中の最

も深い値aをもって古東京川拡大期の接谷地形を表現

した.次に各方眼中での最も浅い値bを読み取り

絶対値1a-blをもって接各面の起伏量とした.

1988年11月号

la-bl<10mは方眼内の勾配は45分以下で停滞海

水準下での堆積または浸食平坦面と判定される.la-

bl>10皿は古東京川流路の埋積が進んでいたい傾斜

面を示すものと考える.

起伏量分布(図6)で特徴的なのは20m以上の高起

伏域が富津岬と観音崎とを結んだ南側海域の古東京川

流路と東京海底谷にあってこの海域では谷地形が埋積�
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第7図

接各面の起伏量頻度分布
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第8図

東京湾横断道路の地質断面(古田,1985一部改)

されずに残されている･それに対して内湾側では海

塗中ノ瀬西側及び三浦半島東側の露岩域を除いては

10㎜以下の平坦面からたる.すたわち東京湾内では

古東京川流路の埋積が著しく進んでいることを示してい

る.この状況を把握するために各接谷面についての

起伏量の頻度分布図を作成した(図7)｡

一80m-70m及び一60m接谷面の起伏量ピｰクは

いずれも30m～50mにあってその起伏量は大きく浸

食地形が優勢である｡また一30m接谷面は10m～

20mにピｰクを持つ軽微な浸食地形を示している.そ

れに対して一50m-40m及び一20m接谷面の起伏量

ピｰクはいずれも0～10mにあって主として堆積又

は波食平坦面からたることを示している.この地形面

区分は海底地形で説明した平坦面0～20加20～30m

及び40～50mと傾斜面30～40m及び50～80nユに対応し

ている･この東京湾及び古東京川を埋積する堆積平坦

面を東京湾横断道路建設のための地質断面資料と比較

検討してみる(図8)･

O～20m面はAc層(有楽町層)20～30mはAs層

40～50mはD2層(七号地層)のそれぞれ堆積面である.

それに対Lて30～40m傾斜面はD｡層の基底地彩50～

80m面はD｡層の基底地彩が示す浸食面に対応する.

すたわち古東京川が本格的に埋積され始めたのはD｡

層の堆積する約1万2千年前の海面が一45±5mに達し

てからである･そしてD･層堆積前に小さた海面低

下が推定できる･その後縄文海進とともにAc層

及びAs層が堆積していった過程を接谷面の起伏量頻

度分布が裏付げている･この古東京川形成後の埋積邊

程を通じて海水準変動を消去又はそれに影響する程

の構造運動を海底地移及び堆積物分布から読み取るこ

とはできない.もし最低位海水準一135m説が真実

たらば沈降域と規定する東京湾のD･層基底深度は一

135m以深になげれぼたらたい･しかし東京湾開発

のために実施された数多くのボｰリソグでD｡層の基

底が一70m以深に達したという報告はたい.それでは

貝塚ほか(1977)が主張するようた活断層による隆起現

象が本当にあったのか否かについて湾口部の地質

構造から検討してみる｡

地質ニュｰス411号�
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第g図

東京湾湾口都の断層の分布(地質調査所.

���

5｡東京湾湾口部の断層

房総半島の鴨川と天羽を結んだ線の南側及び三浦半

島の久里浜と葉山を結んだ線の南側には多くの断層が

存在する(図9).これらの断層群の延長線は浦賀水

道海底の水深100mに谷頭を発する東京海底谷を切って

いるが90m以浅の古東京川を切っていたい.古東京

川河口の最も近くを通る衣笠断層を海側に延長した線も

河口の南側を通って直接古東京川を切ってはいた

い･しかしこの衣笠断層による地盤変動量を評価す

るために衣笠断層周辺の完新統について検討する.

松島(1976)は三浦半島南部の縄文海進後の地殻変

動量を解明するために海成完新統堆積面の高度分布調

査を行った.その結果古東京川河口の沿岸陸域に対

応する衣笠断層北側の海成完新統は標高十2.8mに達

するが縄文海進の十3㎜高海面環境下での堆積が可能

なのでこれら完新統の標高分布を説明するのに構造

運動を仮定する必要はたい(図10)｡しかし衣笠断層

南側に位置する久里浜住吉祥杜の完新統頂面は標高8m

にあって縄文海進の海面上昇量3mでは堆積すること

が不可能で5m以上の地盤隆起を考えたくてはたらた

い.だがこの久里浜住吉祥杜の遺跡調査を行った赤

星氏の露頭スケッチによると(図10)露頭の頂面標高8

伽から下130cmは弥生式土器を包含する砂丘砂であり

更にその下位40㎝の貝混じり砂層には縄文式土器が

包含されている.したがって標高8m～6.7mは陸

成砂丘砂でありその下位40㎝も縄文式土器を含む

1988年11月号

ことから陸成層である可能性が高い｡厚さ120㎝の混

砂貝層は打ち上げ海浜砂か海底堆積物かを決める積

極的な証拠はたいが現在の久里浜海浜の標高5m付近

に混砂貝層が堆積している･最下位の泥岩礫層は外

洋性の久里浜海浜では汀線付近に堆積するカスプと見

られる･Lたがって確実た海底堆積物と目されるの

はこのカスプ堆積物だけである.この泥岩礫層が縄

文海進期の堆積物であるとすると高海面の十3エnで堆

積したものとしても矛盾はたい.そうすると泥岩礫

層上位の混砂貝層は海面低下期に向かっての堆積物に

相当するので打ち上げ海浜堆積物と考えられる.こ

の久里浜住吉祥杜の遺跡調査資料は縄文海進後に顕著

た地盤変動の無かった事を示している･もしあった

としても6千年間で1～2mの隆起量でその隆起現

象を判定することは難しい.衣笠断層の南側に位置す

る北武断層については衣笠断層よりも大きな変動が推一

定されているが最大でも縄文海進後の隆起重は10m

程度である･従来海成完新統の頂面は三浦半島の

三崎付近で最も高く北に向かって徐々に低くたると

言われて来たが三浦半島の活断層はそれぞれの溶断

層毎に異なった動きをしている(松島1980).

東京湾の海底地質及び地形的な事実は古東京川の流

路勾配は約1万8千年前以降大きく変化したかった

事を示している･東京湾だけが特別に地盤変動する

危険地域であるという考えには地質的根拠が無いもの

として否定される･すたわち内湾側の東京湾沿岸域

は従来考えられていた程の危険た地盤変動地域では無�
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第10図

三浦半島南部の断層と完新統の標高分布(単位はm)右下は久里

浜住吉祥杜のスケッチ(赤星原図)(松島1976･1980から作成)

く日本の他の海岸平野(石狩仙台濃尾大阪平野だと

軟弱地盤層の基底深度が一40m～一60m)と同程度の地質地

盤条件にあるといえる.

6.まとめ

東京湾湾口の溺れ谷は約1万8千年前の一80±5m

低海水準における浸食作用によって形成されて以来殆

ど変形していたいことが海底地形表層堆積物基底地

形及び陸上の断層変動量から明らかにされた.一方

貝塚ほか(1977)の構造変動説にはその結論を導くに

使用した基礎デｰタ及び解析方法が明示されていたいの

で活断層と古東京川との関係を再検討することは不可

能である.小論に用いた地図類及びその他のデｰタは

公表されているので筆者の結論に疑問を持たれる方は

原典から再検討して頂きたい.

第四紀地質研究者の多くはつねずね海底の調査カミ違

またいと海面変動は明らかにたらないと学会で主張L

ている.しかし日本列島周辺の20万分の1海底地形

図は既に完成出版され主要海域の5万分の1沿岸の海

の基本図2万5千分の1沿岸地形図も市販されている

のにこれらのデｰタを利用しようともしたげれほど

の海域のデｰタが不足であるかたど具体的な事は何も

言っていない.必要た海域デｰタは充分に用意され

ている.

クｰン(1970)は科学的た認識の発展及び飛躍には

新しいデｰタが必要なのではたく既存デｰタに対する

新しい切り口の発見すたわちパラダイムシフトの

重要性を強調している･日本の第四紀学界でもこれ

迄に欠きたパラダイムシフトが二つあった･一つは

日本列島には旧石器遺跡が存在しないという固定観念か

ら1940年代まで関東ロｰムの発掘調査だと洪積統

の遺跡調査を試みる考古学者はいなかった.しかし

若き考古学研究者の相沢氏はロｰム層から遺跡を発見

することによってこそ旧石器遺跡の存在が証明出来ると

いう視点から遺跡調査を続けた結果昭和24年に岩宿

遺跡を発見しそれが日本の考古学を飛躍的に発展させ

た.もう一つは活構造運動万能の日本第四紀学界に

対して湊(1954)の氷河性海水準変動論は海岸平野

形成過程の合理的た説明に成功した.これによって

海岸平野開発の基礎とたる軟弱地盤層の調査方針が方向

ずげられた.しかL演説はわが国の地質調査研究

の結果から導き出されたと言うよりも先進国の研究成

果を普及する過程で提起されたものであった.そのた

めわが国の地質的た調査事実に基ずかたい氏の最終

氷期最大海水準低下一140m説は一人歩きをして現在

の第四紀学界に混乱を引き起こす原因とたった.筆者

はこの十年来最終氷期の海面低下は一80±5m迄で

あって本州とアジア大陸との間には陸橋が形成された

かったという学説の確立に努力している･大嶋説は

東京湾沿岸の軟弱地盤基底深度分布の予測及び活構造

運動の過大評価を否定する事に成功Lた.また日本

列島固有の哺乳動物相は十万年以上前から形成されて

きたという事実を認めれば動物の進化に関連するブラ

キストン線だとの生物地理的境界線成立と海峡形成史と

の関係が合理的に説明できることを十年前の地質ニュ

ｰス誌上で主張した.しかし第四紀学界における最

終氷期陸橋説の壁は厚くまさに衆寡敵せず四面陸橋

説の中での海峡説は醐笑を受けるだけであった.だ

が国分(1976)渡辺(1980)及び亀井ほか(1988)の論

文は確実に最終氷期の海峡説を支持している･

最近分子生物学分野で話題とたっている日本人の起

源はこれ迄の常識を完全に覆すものである･ミトコ

ンドリアDNAの変異速度から現在の人類が大きく二

つのグルｰプに分化したのは約12万年前と計算され一

つの群は遺伝子的には黒人に近く他の一群は白人に近

い.この12万年前に分れ本来たらば同居する筈のた

い二つのグルｰプが現在の日本列島に同居して現代の

地質ニュｰス411号�
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目本人を形成していると宝来(1986)は発表してい

る.このようた新知見は二万年前の陸橋説だけでは

説明できたいであろうL考えも及ばぬ問題であろう･

日本人の起源その言語及び文化の成立問題はたかだ

か1万8千年以下の隔離現象を前提とするだけでは解明

できず12万年前以前にさか上るものである.日本人

の起源を解明することは日本の第四紀研究者にとって

の欠きた課題の一つであることは言うまでもたい.

わが国第四紀学界の混乱する現状には惑星の逆行運

動を説明出来たくなった天動説諭老が円軌道上に周転

円を想像してつじつま合せをしたのに通じる行為が見

られる.すたわち一140m低海水準説では説明出来

たくなった東京湾湾口の河口深度一90mを実際には存

在Lない構造運動によってつじつま合せをしようとす

るようなものである.この様だつじつま合せは新事

実の発見と共に益兵矛盾が深まり自己崩壊してい

く事を科学の歴史が証明している.日本の第四紀学界

において相沢氏の旧石器遺跡の発見に次く“陸橋説か

海峡説かというパラダイムシフトの渦中に我が身を

置く事が出来たのは研究者冥利につきるものと感じて

いる.最後に筆者の最終氷期海峡説はこの20年来

行って来た海底地質調査デｰタの上に成立するもので

わが国海岸平野の軟弱地盤基底深度わが国固有の哺乳

動物相の形成時期及び日本人の起源についても混乱な

く説明することの出来る学説である･そLてこれか

ら始める東京湾の環境研究では最終氷期の最低位海水

準一80±5m説を検証するフィｰルドとして東京湾をと

らえその自然環境機能の質と量とを獲得してきた歴史

的過程を把握することによって掛け替えのたい国土資

産としての東京湾の開発と保全に微力だがら貢献した

いものと考えるものである.

小論を発表するにあたり筆者の海峡説に対して当

初から御理解を頂き励まして下さった峰山巌先生首

藤次男先生高橋良平先生浦田英夫先生柳田寿一先

生魚住悟先生棚井敏雅先生竹田輝雄先輩及び鈴木

順雄先輩の学恩に心から感謝の意を表します.
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